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1.北海道火山の地球物理学的研究 〔その1)

北海道火山の地磁気伏角測量概報

佐久間修三 村瀬

(北海道大学理学部Jt!l球物理学教室)

一昭和 31年1月受理一

1. 緒

勉

火山岩の磁気的性質についての実験的研究は，最近20年間に目覚しい進歩をした.火山岩の

帯磁は 10-3"，10-2 emujcc程度の強さで，あまり強いものではないが，他の岩石の帯磁の強さ

(10-4"，  10-3 emu/cc位)よりははるかに強い.帯磁は造岩強磁性鉱物の熱残留磁気及び地球磁

場による誘導磁気とによるものであるととは既によく判っている.またその残留磁化方向は，

沖積世及び上部洪積世の火山岩については，現在の地球磁場方向に近いととがたしかめられて

いる.従って火山地域の地球磁場は，帯磁した火山体(地上に凸出しあるいは地下にかくれた)

によって乱されているわけである.

実際，一方では，多くの新しい火山D周辺で地磁気三成分の測量が行われて来た.その結果

からも ζれらの火山体は，全体としても，ほほ、現庄の地球磁場の方向に帯磁して必り，火山体

全体の平均の帯磁の強さは構成岩石の帯磁の実験胞と矛盾しないことが判った.

ζれまでに判ったととを足場にして，われわれは更に立入って火山の地磁気異常の問題を考

察してみたい.火山地域の地磁気異常は，山をつくる岩石の帯磁の強さや方向，それに山θ外

形や地下構造を反映しているものである.そしてとれらの諸要素は，もっと立入って考えれば，

その火山の岩石学的，地質学的た特徴 L睦史〕によっているものである.従って，火山地域の

地磁気測量が，火山地下構造を知る一方法と怒る可能性があるわけで、ある.

そのと，火山活動に伴怠って火山地域の地磁気が，局地的に，時間的K変化することがある

ことが知られている.その原因は現在の所では，地下り溢度変化のため地下の火山岩が帯磁を

1) 例えば， T. Nagata，“Rock-Magnetismヘ(1953)，丸善.

2) T. Minakami and S. Sakuma， Proc. 7th Pacific Sci. Congr.， 2 (1953)， 544~557; Bull. Volcan-

ologique， 16 (1955)，印刷中.

T. Rikitake and 1. Yokoyama， Bull. Earthq. Res. Inst.， 29 (1951)， 161~182， 499~502， 583~604. 

T. Rikitake， Bull. Earthq. Res. Inst.， 30 (1952)， 7l~82. 

3) 例えば T.Rikitake and 1. Y okoyama，前掲2)
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失いあるいは得るために起ると想像されている.

従って精密在地磁気測量を同一点で反復すること

によれ地下の温度変化をある程度推定する可能

'1立もあるわけで、ある.

0
0 

d 

第1図磁気測量が行われた火山

r: 以上の見地から，われわれば1953 年か~ 1955 

年までの聞に北海道内の新しい(洪積位以後)火山

8ケの山上や周辺で，総計 217点の地磁気伏角測

量を実地し?と. (第 l図)そのうち 77点は後日再

測可能な点一一襟石や杭などーーーである.伏角は

地磁気三成分の中で最も測定し易しかっi&1j点直

下の帯磁を最も簡単な形で反映するので，便宜上

伏角のみを測ったのである.使用器械は，ごく一

部では磁針による伏角計を使用したが，殆どすべ

TA:栂前山， K:駒ヶ岳， 00:渡島大島，

OK:渡島小島， TO:十勝岳 A:アトサ

ヌプリ， OU:大有珠， SS:昭和祈山

ての点では東大震研型(i&!J機舎製7小型地磁気感応儀によった.増幅器は新たに試作した品を

用いた. 測定精度は最悪の時には 3'[立となったこともあうたが， 殆んどの点では l'程度であ

った. 1955年8月に女満別地磁気観測所で器差の検定を行った.補正値 L器差〕は -1'とた

った.巻末の表 (2"'9)には，器差や日変化等の補正をしてない測定胞を載せてある.

との論文では，北海道諸火山の磁場異常の大田告を紹介し，特に比較によりそれぞれの特性を

概観し，特殊な異常を示した昭和祈山について若干の考察を行う.各個の火山についての立入

った議論の大部分は後日に譲る.

11. 測定結果

(1) 樽前火山〔安山岩〕

第2表，第 2"，4図に見られる様にこの火山の地域の地磁気‘異常は， 1909年ドームが他の部

分より強く，但しいす=れも現在の地球磁場方向に帯磁しているとすれば、よく説明出来るので，

I浴場異常から山休とドームとの帯磁の強さを別々に求めてみよう.計算:の簡単のため山全体を

二つの届平回転楕円体にたきかえる.上の一つはドームに近い形と大きさとをもち，山体にち

かい形と大きさをもっ他の扇平回転楕円休の上にのっている.とのこつの回転情円休はいやれ

も一様に(但しそれぞれちがった強さで〕現在の地球磁場の方向に帯磁しているとする.との

仮定は完全なものではない.なぜなら， ドームの形は回転楕円体でうまく近似されるが，下の

山体の形はそううまくはいかない.それに帯磁している部分の深さをどれ位にとるかはきま

らないので若干の不確かさは残る.また，帯磁した一つの回転椅円体があれば， もう一つり回

4) T. Rikitake， Bull. Earthq. Res. Inst.， 29 (1951)， 147-152. 

なお，樟前山の一部の測量には東大宣言初f所有の小型地磁気感応儀を借用した.
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転楕円休に対しでは外部磁場は い害だからp 二つの回転楕jJJ休を一様且つi司一方向lて

帯磁させることも厳平交には正しくない筈である. しかしととでは弟一近似としてそのようにし

てい<5.よい近i以ではたくとも，少くとも

従来むように火山全体を一様帯磁とする

よりはすぐfしていると思う.

o 5km 

25 
噛

o 500m 
」…J

A い I同紙切'

係2図 (a) 格商HlJJ也磁気測点

斜線は (b)凶の部分

第 2r羽 (h) 線前山頂上附近の地磁気伏角
数字は測点番号(第2'j¥三)

of 

仁二二司ι己己どど，，，=~--=土t』包込
第3図 ?栂i除零吉前ríj 山 F南5北!断却析?百碕百にそう伏角異異~'i詫話吉， 

W 

第4図 *'昔前LJl東商li何百と 2ケの絡rg{本の位置

E 
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一個の回転情円休(一様帯磁，みかけ帯磁率K)による磁場は，

ことに

I1H K ..， rT ，_.. T XZ K ') TT f (a2+ν)1/2 X2 
一::::~- 3 V tan 1一一←一一一一ーす一一十て十一一一一一3V 一一一一一一-
H 1一KL V'  OUH'  11' X (b2十ν)(α“十ν)1/“ l-KMV Y l VX (b2+ν)2 

一-)-~ftan-l 1-~ i 1 
2 e3¥ 1十12)j， 

I1Z 1¥_ _ q T7 f Z2 l-tan-ll1 
---- 一一3V 一一一一一一一一
Z 1一KLV' l ¥/主(a2+ν)312 e3 

+一 K 一 3V c印0tI z 
l-KM ~ . ìν/~玄主(ゆb2+ νり)(ωα2十 ν)戸1引12

b2-a2=.e2. lゴ/仙ν)円 V=(今)ab2，
X===.CX2+y2+Z2)2十 (b2_・a2)((b宮_a2)十2{Z2ー (X2+y2)}j，

寸山y2+Z2)十÷仔，
但し，X， y， Z: 回転楕円体の中心を座標原点としたときの観測点の位置，

a， b: 回転楕円体の 2軸の半径，

1， F: 伏角，全磁力，

ーー> -日参 ーー今

KF==='ln十KF.

また L，M は楕円体の形の因子を含む数であるが，Kが小なる場合には KL，KMはli'L比

し十分小さい.

さて 2個の楕円休につきみかけの帯確率を Kz， K2 とむき，各観測点について 2個の楕円体

による異常磁場を求め，成分毎に加えて

! J:I1Z J:JH¥ 
111=sin 1 cos 1(-=一一一一一一 l

¥Z H ノ

と前の式とから

100，-1=111;与 sin1 cos I(l(lc; +K21J;) 

を得る. ~i' 守 2 は各点につき計算される量であるから観測値を 100 S }:えぴ、 c;，甲sにf-t入して

よKl>K2の値を求めることが出来る.その方法としては例えば最小自乗法が用いられるが，他

の誤差分布を仮定しでもよい.

楕円体の大きさをかえたり，誤差分布の仮定を変えたりいろいろ友方法で計算してみた結果

ドームの帯磁 ]=8-6x10-3 emu(cc 

下の山体の帯磁]= 3-2 X 10-3 emu(cc 

5) ]. Konigsberger， Beitr. Z. Geophys.， 19 (1929)， 

T. Minakami， Bull. Earthq. Res. Inst.， 18 (1940)， 169-251. 
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1 =56050'-5700' 

の結果を得た.

樽前山ド{ム熔岩試料の自然残留磁気の強さは，秋本，横山両氏によれば人=4.4 X 10-3 emu 
キ

(ccである.との地方の地磁気伏角の標準値は地理調査所の実験式(1950)によれば 56041'と

計算される.われわれの得た結果はこれらの値とよく合っている.従って， ドームが山休の他

の部分の 2-3倍の強さに帯磁していると結論してよいであろう.

地質学的にみれば、，樟前山は少くとも表面近くでは散密主主熔岩に乏しく，殆ど砕屑物一一多

量の軽石をも含むーーから構成されて治れただ中央火口をみたすドームのみが地表によくあ

らわれている唯一の椴密主主岩体である.とのドームは形成当時高温であったことは判っている

が，冷却に伴って熱残留磁気を得，現在までそれを保持しているのであろう.これに対して，

火山砕屑物は永久帯磁を得たあとでの飛行や落下後の移動のためK，全体としてみるとその永

久帯磁はいくらか消し合い，山体の平均的1J.帯磁の強さが少なくあらわれると考え得る.

とのように，火山地下構造陀対する鴎気探査法は決して見込のたい ζ とではたい.

第5図駒ヶ岳の地磁気illJJ点

数字は涼IJ点番号ー(第3表参照)

* 秋本による・帯磁率Kは測られていないが，他の安山岩の6の数値から考えるとJZKF+j;の大きさは
6-5x 10-3位であろう.

6) 例えば鈴木醇，石川俊夫，火山 1(1933). 
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• • • • • • • • • • &-
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N 

第B図 駒ヶ岳の南北断面にそう伏角異常 (Tはj也形)

(2) 駒ヶ岳火山(安山岩) (第 5~6 図，第 3 表〕

s 

地磁気伏角を 41点で測定した.そのうち 19点では再測が可能で、ある.こまかい解析はして

たいが，第7図の南北断面図をみると，伏角分布は地形をよく反映しているから，この火山は，

正常でかつほぼ一様にちかい帯磁をしているように思われる.
オシマ才才シマ

(3) 渡島大島(玄武岩)(第7図，第4表)

渡島大島は松前の西方沖 50kmの日本海中にある無人島で、ある.地磁気伏角は 18点で測ら

れた.

(4) 渡島小島(安山岩)(第8図，第5表)

北海道西南端から 25km沖の島である.伏角の測定は 9点で行われた.島の最高部には僅か

友凹みがあるがこの凹地を横切る訊IJ線上で伏角が著しく変っているので，われわれはとの凹地

はデプリで埋められた以前の火口ではたいかと想像している.とまかい計算も，地質学的友検

討もまだ済んでいないが，火山の磁気的地下探査の一例となり得るかもしれない.

(5) 十勝岳〔安山岩)(第 9図，第8表〕

01km  

第7図 波ぬ大岳地磁気測点、(第4表参照)
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冬多@
<:} 

I ~ 51+ 

国首m-
第8図 渡島小島のj也正法気伏角異常 (第5表参照)

x 、r

第 g 図十勝岳地磁気対IJl'~ (第B表会問)
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27点で地磁気伏角を測った. うち 26点は再測可能で、ある.

(6) アトサヌプリ〔跡佐登)(石英安山岩ドーム)(第 10-11図，第7表)

伏角は主として頂上を通る南北の棋に沿う点でi員Ijられた.得られた異常はドーム地形の効果

をよくあらわしているので，ドームが全体としてほほ、北向きに帯磁しているととが想像される.

市J磁の強さはまだ計算されていないが，異常の大きさから考えて神前のそれよりやっと弱く，

1 1 
後で述べる大有珠(形，大さ共に似ている)と比べると，:;j;;-そらくその帯磁は大有珠の玄~瓦位

と推定される.

第10図 アトサヌプリの地磁気iilJJ点(第7表参照〕

d
4日 • • "------=--'皇• • • • .Il.....J晶一- • . 

s 

第11図 アトサヌプリ南北断面にそう伏角異常(下は地形)
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(7) 大有珠〔石英安山岩ドーム〕

。 明m

第12図大有珠の伏角異常(際線にそう異常は第13図)

• 

日随笛関

第13図大有珠南北断固にそう伏角異常

上の実線は2楕円体による計算値(Io=' 57020'とす)
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第 12~13 図，第 8 表K見られるように，大有珠ドームはほぼ現在の地球磁場の方向K帯磁し

ているようである. ド{ムを 2個の回転楕円体で近似して，樽前山について行ったようにして

帯磁の強さを求めてみると， 約 6X 10-3 emulccとなる. l主j守地質調査所の実験によれば残留

磁気 Jn=4'~2x 10-3 emulccで，われわれの値は略一致するが，あるいは形の近似がまだ十分

で主主いかも知れ友い.

(8) 有珠昭和新山(l943~5 年に生れたド{ム(または pseudo-belonite)，熔岩は石英安山

岩〕

第 14図，第9表に示すように大変特殊な形の地磁気異常が観察された.伏角はドーム頂上で

増加せや南部で増加し，北頂上には負の異常地域がある.ζれは，樽前，アトサヌプリ，大有

珠主主どの，形も岩石も似た各ドーム上の伏角異常と異なるのである. とれについては詳細に次

章で、議論する.

1955年には，将来の丙.測にそなえて多くの点で改めて伏角を測量して沿い?と. (第 15図，第

10表)54年θ測点と異なった点であるが，伏角。大体の傾向は似ている.

ぐ

@ 

12 

• > 56020' 
0く由。'20' 、¥27-~「 o 100m 
第14図有珠昭和新山の地磁気伏角異常 (1954年8月)

(測点番号は策9表と同じ〉

7) T. Minakami， T. Ishikawa and K. Yagi， Bull. Vo1canologique， 11 (1951)， 45-157. 
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刀

※

1
4
1
1
1
1
1
1
 

JI 

じ三
第 15図 有珠昭和新山のj也正法気測点(1955年 7月新設)(第10表参照)

白丸は Iく5504【Yの点

111. 結果の比較考察

(1) Konide型火山について

ポテンシアノレ論Kよれば，軸対称の形をした一様帯磁の物体による伏角異常を方位について

平均すると

3 J siη21 a2V 
.dI=一 一一一一一
4 k2ρFθZ2 

(k2 :万有引力常数)

とたる.但し Vは貫カポテンシァルである.従って.形のととのった火山については，同

8) T. Minakami and S. Sakum弘前掲 2).

永岡武，東大震研219回談話会(昭和21年1月).
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H.-H 

。。 200 相0 600 800m 

~ 
2 

t『 3 =ミよ4
¥¥¥  ~\一

5 • 6 。

第16図渡島大島の伏角と高度との関係
Ho=714m， 10=60007ノ

H，-H 

O@ zoo 
初日 印。 mJ 11m 12l苅m

1 ~t-@ーーーーーーーー一一ーーー守ーーー -.-ーーーーー・

5'l' 

. . . 

第18図務前山の伏角と高度との関係
二重丸はドームの存在による異常値

Ho=1025m， 10=60024' 
(ドームを除いた山体については点

線の座標軸によって見よ)

9 
-3 {・)

-2 

z-;L剛
H.-H 

800 1200 |旬。 2000 m 

-¥‘ • 2
3

r

 

• • • • . 一一一一ーー一，・， • • 
第17図十勝岳の伏角と高度との関係

Ho=2077m， 10=59034' 

H.-H 
o 2ω4∞剛捌 l∞o 1200il 
o 

• • .. • • •• • 
5。

第19図駒ヶ岳の伏角と高度との関係
Ho=1l15m， 10=59026' 

Ho-H 
600 800 1000 1200 1400 1600 1800 2000m 

3 

a

-

P『“.

r
r
H
 

TO 

8 

7 

8 

g 

10 

11 

Itl ¥--一一FU
第20図各火山の伏角(平均値)と高皮との関係の比絞 (Konide)

横軸:頂上からの垂直距離，縦軸:頂上の伏角からの主主・

AK:赤城IU，KO:駒ヶ岳， TO:十勝岳， AS:浅間山， SA:桜島，
TA:樽前IU(ドームを除く)， 00:渡島大烏， MH:三原山， FU:富
士山， OM:大室山， MY:三宅島
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じ高さでの伏角の観測値を方位について平均すれば，得られた異常は帯磁の強さと重力ポテン

シアノレの二次微係数とに比例するわけである.故に，形の似た火山について.d!と高さ hとの

関係、を比べると，]のちがいについての知識を得る ζとが出来るのである.

に力武が論じている.(第16-20図)

これについては既

渡島大島は J1-h曲糠で、〔第20図〕見ると， 日本本土の玄武岩火山のグループに入る.十

勝，樽前(ドームを除く)，駒ヶ岳は安山岩火山のグループに入り，しかも構成岩石の珪酸%!I民

に:J1r.舛しているようになもわれる.立入った議論のためには 82V/OZ2の知識が必要となる.

(2) Troide型火山

前節のポテンシア Jレの議論は ζ とにもそのまま適用出来る. しかしこの型の地形の曲率は上

κ凸であるから， 山体の形を回転楕円休で近似し易い. それで、，樽前山や大有珠のドームに用

いたような方法で帯磁の強さを求めるととも出来る. 4個の火山の地磁気伏角と地形との南北

断面図を第21図にならべて示しであるが，大有珠，アトサヌプリ，樽前ド{ムの3者の地磁気

異常の形は大変よく似通っている.即ち頂上にIE，南北中腹(または麓〕に負の異常がある.

そして異常の大きさは， 山の形や大きさのみならす、構成熔岩の性質とに関係しているとともよ

くわかる.即ち，最・も基性である樽前が比帯磁が強く，甚だしく交代された石英安山岩から成

第21図

9) カ武常次，前掲 2)

日f
一一一下

ιlω 

4ドームの南北断面(左が北〉と，それにそう地磁気伏角

(}也形断面内の点線は，着目したドームより古ν山体との境)

T:;栂前ド{ム，実線は第3図のモデノレによる計算値

0:大有珠ドーム，実線は第 13図のモデルによる計算値

A:アトサヌプリドーム，点線は観測{直の平均

S:昭和新山，実線は第22図のそデ、ノレによる計算値
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るアトサヌプリの帝磁が最も弱い.

(3) 昭和新山の地磁気異常

第 21図をみると，新山の異常の形式は他のドームと著しくちがっている.構成岩石や外形は

大有珠やアトサヌプリとよく似ているにも拘ら示、とのような特殊な具常を示すのはなぜであろ

うか? とれを説明するためには， ドーム内部が一様に地球磁場方向に帯磁しているという仮

定は明らかに不適当で、ある.それで次の2桶の場合が考えられる.その第ーはドーム全体が一

様I'C，珂在の地球磁場方向と全く異なった方向に帯磁していると仮定するととであり，その第

二は， ドームの内部が地球磁場方向にではあるが，一様で泣い強さで市政していると仮定する

* ことである.第一の仮定はわれわれの野外及び実験室での経験に照らしてやや考え難いので，

ととでは第二の仮定に基づいて計算をすすめてみよう.帯磁の方向はとの地域の地球磁場方向

(I = 56
0

40')とし，強さにはただ

2種類/及びOのみを考える ζ と 窃

とする.

一般の形の帯磁した物体の生十

:三J
N ;f' ¥s  

る磁場を計算するととは大変に煩

しい計算となるから，ここではド

ーム内部の，それぞれ球形の部分

に等価ないくつかの磁気双極子を

仮定し，それの生やる磁場を計算

することとした.但し，等価双極

刊牌=2fT3Jであるなお，一
様に帯磁(わした物体中の球形の

部分(半径〆)が帯磁を失ってい

る場合は，丁度その球の中心にあ

り逆方向を向く強さ ?〆3Jな

る磁気双極子の磁場を，その物体

による磁場に重，毘させて表わすこ

とが出来る.(帯磁の一様さは失わ

れないと仮定する.) 

第22図有珠昭和新山の南北断面にそう伏角異常

われわれは種々の位置にEまた

は負の向きの双極子を治き，実測

値に最もよくあうように最小自乗

法によりそれぞれの強さ一一即ち

2∞ 

1.上の'5Jc~線は，下のような 3 ケの双極子による

計算値，黒丸は実iJllj値

2.下の球の大きさは，単位体積の磁イヒが3x10-3 

〕

第23図 有珠昭和新山の東西断面にそう伏角異常

(説明は第22図と共通〉

ホ ドーム以外の，もっと深いj也下に異常の原因を求めても，とのような傾皮の大な異常は説明しえない.
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球形部分の大きさーーを求める操作を，双極子の位置や数をかえて数多く試みた.勿論双極子

の数を多くすればよい近似は得られるが，ことでは4個以内に制眼して大体の傾向を把握しよ

うとしたのである.

その結果，大勢として殆ど動かし難い解として，第 22~24 図に示すように， ドーム全体の帯

磁を代表する正の双極子1のすぐ北上方にとれを打消すやや弱い負の双極子2があらわれる.

帯磁の強さを 3×10-36mZ4cc〕とすると(第21図の球の部分)，大体ド{ムの北半部上方が帯磁

O で，他の部分一一即ち南半部支岡一ーは強さ JI'L帯磁しているととになる.また， ドーム上

及び尾根山上の点では平均的にその外側より伏角が少いという傾向のために，より深い地下の

一部が貯磁していないととをあらわず逆向双極子3があらわれている.な主計屋;炭山の'}jf磁につ

いては，それによる異常を代交ずる観測点を欠くためと ζでは立入ってのべないこととする.

結局，地球磁場方向の帯磁を仮定する以上，第21図の点線内で人:体あらわされる領域が帯磁

していないと結晶される.即ちドームの下方やや南側からドーム北部支面に至る円柱状乃至裁

頭円錐状の地域のみが帯磁していないといえるととになる.

第9表には3双ji重子モデ、ノレによる計算値を，実測胞と並べて記入してある.

第24図 3双主主子モデノレによる計算値(第 14図と比較せよ〉

10) 地質調査所の実験によれば大有珠，新山の熔岩の j=j"十KF=2-4x 1Q-3emu/ccである・(私信〉
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このような磁気的友情造に対応する実際の地下構造として 2種類考えられる.その一つは，

ドーム北部地下の温度がまだ高く，造岩強酪性鉱物の Curie点をこえているために，それだけ

の部分がまだ帯磁していたいという見方;他の一つは，他に比べて強く帯磁し?と熔岩がドーム

荷主1'-の地下にあって，北半の地下にはそのようなものを欠いているという解釈である.われわ

れはいす=れの可能性が果して正しいか断定

すべき根拠をまだ持ってい友い.

しかしことにもう一つ注意すべき事ヲさが

ある. ド{ム上或は側方の亀裂の所々は，

ドームが生まれてから約 10年を経た 1954

年にたっても赤熱状態にbる乙とが知られ

ている.われわれは白金一白金ロジウム熱

電対，アノレメルークロメル熱電対及び光高

温汁を用いて， 1954年 1955年にそういう

地点の岩の温度を測定した.赤熱した点は

特にド{ム頂上の北半分に多く， 7000Cを

こえている. (第1表，第 25図〕ドーム生

成直後の溢度は 1，OOOoC位といわれている

から， ドームは冷却しつつあるととは言う

までもないが， (第 26図) ドーム内部に今

。 200m 

第25図昭和新山混皮it{IJ点(第1表参照)

it{IJ点の分布は高温部(赤熱)の分布と

略一致する

~:t'，強磁性鉱物の Curie 点をとえるようた高温部

が存在することは間違い友いのである.

もしわれわれが観測した地磁気異常が， ド{ム北

部地下の高温のためであるたらば，将来との附近の

地磁気は変化する筈である.従って今後地磁気測定

を同じ点でくりかえすととにようて上に述べた二つ

の可能性のいやれが正しいか判定出来るであろう.

また， もし前者であるとすれば，今後地磁気測定の

くりかえしにより地下の岩石の冷却の進行状態をも

知りうるであろう.

.C 
1000 一---()+.

~ 

• • 
A 8 

1 1 
750 

500 
由
宇
品

回
目
。

国
間
切

第26図 昭和新山の温皮の変化(i旦し

観測された最高値を採る)

A は地震活動開始日

B はドームが出現した日

IV. 総 括

火山地域に:t'ける地磁気の異常あるいはその変化は，火山地下の構造や温度状態について知

る手がかりとなるであろう.とこではそれらが可能であることを示すために若干の例をあげて

11) T. Minakami et al; 前掲 7)
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簡単に考察した.

終りに， ζの研究を実行するに当り多くの御援助，御忠告を賜わった東大の水上武，力武常

次，横山泉，秋本俊一，北大の石川俊夫，勝井義雄，鮫島|孝一郎の諸氏，また野外調査を援助

された早川正己氏，徳永達之氏，古本定氏，長嶺亘氏，十勝鉱山，跡佐登鉱山他現地の方々に

感謝する.た主主本研究のー郊は，文部省科学研究費によって行われたものである.

第1表 有珠昭和新山高温部温度(参照第25図)

年月 1954.8. 18-20 1955. 7. 19-20 

¥計器i白金一白金 lアノレメノレー|光学高温計| 備 考
¥ | ロジウム熱電対 l クロメノレ熱電対 .Jl.I -.t. I<=>J 1lIII. JlI 

No.¥¥(OC)  (OC) (OC) 

1 I ω 捌岩下

2 I 581 485 ー |北壁下亀裂

3 767 ー | ドーム南東直立壁下端

753-750 南壁下屋根山上

3に情jじ

ドーム東南問地噴気口

ドーム東側下部の裂日

亀甲岩北
亀甲岩南

山上南寄り，洞穴Aの近〈

4 783 

5 775 

6 666 

7 684 

8 7!:J!:J 
813-808 810-800 

9 746 752 

10 692 694 
(深90cm)

11 681 

12 703 

13 764+ 777 

14 701 

15 760 

16 730 

註: ニ種類の計器は実験室で比較較正された.

809 
809-793 

700 
(725 ?) 

同
同裂m

 

却下

下
の

の
A

上

穴

頂
洞

南

グ

778-774 

710 

南頂下洞穴B

j同穴A

洞穴Bの下 20m

北墜の窓、(遠隔測定〕

第2表樽前山地磁気伏角(参照第2図)

iJllj 点|
1位置番号|

モラップ造林事務所前

2 モ ラ ツ
フ.0 

三占3文<- 山 口

3 ~t 口 ヌkヨιヒ 山 、ユミ邑ム

4 ~ 

5 奥 r同ムゆ 口 ノj、 屋 前

6 l奥 宮 口 支ムiえ- 山 道

7 // 

8 グ

9 東山三角点南の鞍部

10 ~t 口 登 山 道 校 道

11 北 口 ヌA三当乙ー 山 道

高(海 度 日 時 |伏 角
抜同|

h m 
255 '54. 7. 17. 13. 05 560051 

‘ー

370 14. 20 560501 

480 15. 40 560341 

540 17. 10 560541 

600 18. 09. 45 570021 

780 14. 05 57008ノ

840 14.49 570021 

920 15. 30 570111 

980 16. 35 570271 

820 17. 25 57008〆

620 19. 09. 45 560431 
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角

h m. 
12 口 支よιえ 山 道 700 19. 10. 25 56032' 

13 グ 880 11. 25 58ヲ06'

14 ー ム ~t 下 920 12. 10 57025' 

15 奥 宮 西 の 鞍 部 900 14. 10 57002' 

16 西山三角点南尾根 920 20. 13. 50 56055' 

17 西 山 商 尾 木県 920 14. 55 58内26'

18 l!!i 山 角 占 996 15. 25 58051' 一
19 2ι 生 口 よ支Lえ 山 道 900 16. 35 56017' 

20 グ 800 21. 07. 20 56010' 

21 。 720 07.45 56024ノ

22 貸主 主主 i尺 道 570 08.55 56023ノ

23 。 360 10. 10 56027' 

24 タ 210 11. 10 56046〆

25 カ ラ サ ワ 関 墾 力車 30 13. 30 56048〆

26 i勾 海 岸 道 路 6 14. 45 56034' 

27 東 山郡千 187 標石 995 '53. 9. 21. 11. 30 59023' 

28 奥 官 横 940 14. 35 57053' 

29 奥宮とド戸ムとの悶 920 15. 20 56040' 

30 ド ー ム 市一 中 腹 950 16.25 56026' 

31 ド ー ム 上 1025 22. 11. 20 58016' 

32 グ 1025 12. 20 59055〆

33 。 1025 13. 15 60024' 

34 ド 一 ム の 西 T 910 15. 10 57012' 

35 ド ー ム の ヰヒ 西 910 16. 10 58013〆

36 ド 』

i‘ の 北 940 17. 00 59025ノ

37 5… 事ヨ 明 関 (湖 畔) 2印 20. 12. 00 55034' 

38 モラップ造林事務所前 (1と至近) 255 17. 25 56004' 

伏時日置位点
号
iJllj 
呑

註 27-38では磁針による伏角計を用νた.

駒ヶ岳地磁気伏角(参照第5凶〉第3表

寸
I
l
l
-「
1
1
1
-

政

一
高
的
一

抜
。
一

海hre内
3
4
J

L
i
ロ
r

話相
呑

角

55058〆

55043ノ

55027ノ

55040' 

55023ノ

56014' 

56019' 

57003' 

56040' 

伏時

'54. 9. 26. 14. 15 

15. 15 

16. 10 

27. 10. 10 

12. 40 

15. 10 

10. 16. 11. 50 

13. 00 

14. 00 

日

130 

130 

130 

130 

130 

130 

950 

980 

970 

名

No. 5 

No. 9 

No. 8 

No. 6 

No.12 

No. 1 

背

下

背

南

占

グ

地獄i母登山口水準点

tl、 j召 7J<:終点

馬 ノ

剣ヶ峰

駒ノ

準7J<: 

。
。

沼

地

大1 

2 

5

6

7

8

9

 

3 

4 



14. 50 

16. 10 

'55. 9. 25. 13. 05 

14. 10 

14.50 

15. 50 

16.50 

26. 09. 00 

10.40 

14. 25 

14. 50 

16. 40 

27. 09. 05 

10. 10 

19 

要長|地 名|海抜高度!日 時|伏角
番ーヮ1=1 (m) ~ ~~ 

h rn 

10 I砂原岳三角点 1，115 16. 15. 20 

11 隅同感三角点 880 16. 40 

銚子口主主山道一合目標石 240 18. 11. 15 

銚子口登山道林道交点(杭) 310 12. 20 

銚子口登山道植生試験地(杭 420 13. 40 

登山道三叉路 600 19. 11. 30 

馬ノ背下 730 12. 35 

大火口中央 920 13. 25 

砂原岳南下 920 14. 25 

砂原岳南中腹 940 

登山道， 14 と 15 の問 530 

砂原岳北直下 1，000

原岳北尾根 900

6ω 
380 

170 

59026' 

58030' 

55057' 

56006' 

560ωノ

56000〆

55039戸

56021〆

56057〆

55046〆

56027〆

57020' 

57000' 

55052〆
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渡島大島地磁気伏角(参照第7図)第4表
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測点| 抽 #海抜高度
番号[岨 官 (m)

6 東山7l4m 三角点西 700

7 7l4m 三角点 714

8 東山東北尾根 600

9 タ 360

10 東山と西山との鞍部 560

11 中央火口南西問地 500

12 中央火口丘四 500

13 中央火口丘西斜面 630

14 西山南尾根 500

15 {/ 600 

16 中央火口東縁 650

17 中央火口南縁 660

18 中央:火口丘東下 5ω
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第5表渡島小島地磁気伏角(参照第8図)
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名 i海抜高度 i
(m) 

282 

283 

240 

170 

280 

240 
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測点|品
番号!岨

一角点傍

標高点

地東山西 F

山道

山)北頂

問地中央

問地北部

屋検

鼻

上

上

天

h m 
'55. 6. 3. 12. 45 

14. 15 

16. 30 

17摘 10

4. 08. 45 

09. 00 

10. 45 

12. 50 

14. 55 

第8表 十勝岳地磁気伏角(参照第9凶)

i抑l点 J.，J. b 忽抜高皮| 円

番号!岨 官 (m) I~ 

1 帝国製麻美瑛工場附近 250

2 感震器堂前 1080

3 鉱山道路と白銀荘路交点 1060

4 鉱山道路傍 1160

5 52 年噴気口尾根

6 {/ 

7 52年l賀気口尾根頂上，指導標

8 白 荘銀

9 鉄'*コ ス中間

10 中茶屋碑前

時 伏 角

59003 

57034' 

55036〆

56040' 

60014' 

55042〆

55031' 

55031' 

56022〆

'55. 8. 8 .13. 20 

9. 09. 00 

10. 40 

lit.oo 

15. 55 

16.45 

18. 20 

11. 09. 45 

10.45 

12. 20 

11寺 。と 角

57036' 

57026' 
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57045' 

57"16' 

56047' 

57041' 

56054' 

57012ノ

56051' 
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h rn 

12. 09. 35 

10.55 
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15. 15 

15. 50 

17. 10 

13. 11. 45 

13. 30 

55055' 

57018' 

59008' 
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59034' 
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62057' 
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57000' 
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角伏時日
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16. 45 
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14. 00 
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浪f!点 l 凶 b 海抜高度|
番号 i 地 官 (rn)

白銀荘口登山道 1260

新噴火口縁 1740

前十勝頂上商 1780

本十勝頂上北西下 19∞
十勝頂上三角点 2077

平ケ岳界標

熊/爪南|

上ホロカメトク独標点

十勝岳，大砲岩間の鞍部

十勝岳頂上西方

新噴火口南東縁

新噴火口南東問地奥

新噴火口縁 1740

富良野町上富良野神社 220

美瑛町丸山公爵 250

白金温泉門の向って左側林中 580

望岳台襟石 940
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地 名 |海開皮[ 日 時 角番号

21 頂 上 南 480 2.09. 00 57009' 

22 工員 上 ~I:， 480 09.50 57015' 

23 首長 落 し 火 口 ~t 商 430 10. 20 57001' 

第8表大有珠地磁気伏角(参照第12凶)

地
占
…
口
す

測
番

名 i海官皮[日 伏時 角

h m 
1 有 珠 東 外 輸 山 上 550 '54. 8. 22. 10. 20 59005' 

2 ドーム下南精f西寄り 550 11. 10 54056' 

3 放 牧 場 420 11. 55 59026' 

4 ド ー ム 南 商 林 中 500 13. 05 57018' 

5 ド { ム 西 麓 林 中 480 13. 50 56050' 

6 ド ー i‘ 西 下 540 14.30 56019' 

7 ド ー ム 上 ~I:， 部 650 15. 55 61009' 

8 I頁 上 725 16. 10 60051' 

9 頂 上 南 端 720 16. 20 59005' 

10 ド ー i為 ~t 中 腹 600 16. 50 56018' 

11 ~t タ卜 輸ゐ 山 上 490 17. 40 59046' 

第9表昭和新山地磁気伏角 1954年度(参照第14図)

-也i
 

点
目
す

測
番

h 

1 瑚 i/iIJ岩前アズマヤ l215 '54. 8. 20. 08. 20 56055ノ(56028')

2 北屋根山上 310 09. 15 56037〆( 30') 

3 ー i‘ ~I:， 直 下 l 325 09.50 56025〆( 40') 

4 新 111 ~I:， 中
腹南 | | 365 10. 40 56014ノ(55055')

5 is. 甲 Z1日Y. 345 11. 50 56025' (56039') 

6 赤 熱 i伺 380 14. 15 56023'( 19') 

7 ド ム 頂 上 ql 央 395 15.00 56052'( 56') 

8 ド ム 頂 上 南 端 390 15. 30 56046'( 58〆)

9 ド 」為 頂 上 ~t 端 390 16. 20 55045'(55041') 

10 ド ム 南 壁 直
資下 | | 310 21. 09. 10 56031'(56023つ

11 ド ム 東 260 10.00 56027'( 16') 

12 ド ム東， (日 ブ カノf 255 10. 45 56039'( 34ワ
13 ド ー ム 頂 上 395 11. 45 55053'(56010つ

14 現』 3倒 Zιt王s 下 280 13.~15 56029'( 17つ
15 南 屋 主投 山 180 13.-55 5605ど( 52') 

16 新 山 西 登 山 道 210 14. 40 56031'( 37') 

17 新 山 ヰヒ， 屋根 山麓 l ~130 '15. 30 55057'(56042') 

18 西 湖 僻ド 主筆 山 道| 125 16. 00 56041'( 40') 

19 ド A 西 lau I 360 23. 09.;25 56025'( 23') 

20 4シ 360 10. 35 56011'( 10') 

名門官皮l日 伏時 角

註: 括弧内は第22，23図の3双極子モデルによる計算値.
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第10表昭和新山地磁気伏角 1955年度(参照第15図)

海抜高度|口 臨

(m) ....吋
測点|品
番号 Ill.
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地質調査所 i則線
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U 41) I 
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((/ 18) I 

(赤杭) 1 

(北大14) I 

12 I グ(タ 15) I 

13 I ク(ヂ 16) ! 

14 I // (地震69)

15 I火薬庫前(北大19)

16 I亀甲岩附近((/ 6) 

17 I亀甲岩西北(タ 7)

18 I赤熱洞穴附近(タ 8)

19 I 北頂上(~ 12) 

20 1北頂上北端(タ 11) I 

21 1南 頂上(ク 9) I 

22 I南頂上南((/ 13) 
23 I南頂上南稿、下((/ 10) 
I ，，- -'1. "，1地震 104¥24 I ドーム:ft 下(-:;t~ .V~) I r -110 '"¥北大 5) 

25 I北屋根山(北大 4)

26 I測瑚岩前の道路近< (タ 20) 

27 ドーム南下(ク 21)

28 Iドーム東側麓(地震91)

29 I 東屋根山(~ 113) 

30 I ク(タ 116)

31 I湖畔行道路西(北大 2): 

32 I ~タ 1)

註()は杭番号.

2 

3 

4 9 

に
d

c

o

グ

。
7 ィア

8
Q
U
O
I
 

噌
E
ム

噌

E
A

ヂ

。
。，

ク

m
お

∞

必

お

お

回

初

川

制

お

白

山

川

山

必

抑

制

剖

∞

必

初

出

却

必

お

日

必

ω
お

必

お

お

却

田

川

叫

必

お

h
m
m
m
m
m
m
1
1
比

弘

正

五

日

山

江

川

地

誌

は

山

mm
肌

m

m

比

比

は

比

比

日

比

Mm
肱

山

山

川

1

m
仏

国

.• 7
8

Q

U

A

U

L

 

1

1

1

2

2

 

月

d
E
U
 

F

h

u

-

-

4
ー

lif--ljIltill}?}}){il|』
!l!44Jl|)}IIllit--jllil--t十
{
t
-
|
}
!
J
|
!↓
Jtι|i十
t
l
'
o
i
l
i
-
-
}↑
J十111111-1lι|ljilt-lιll!ljill}』}b

m
m
m
m
m
m
邸

m
m

一mm
m
m
m
m
抑

制

訓

郡

訓

掛

抑

制

抑

制

m
m
m
m
却

問

団

伏角

56003' 

56054' 

57027' 

57007〆

57011' 

56037' 

56000' 

56048' 

56048' 

56047' 

57031' 

56025' 

56029' 

56027' 

56009〆

57027' 

57047' 

57003' 

55027' 

55037' 

56052' 

56050' 

56055' 

60004' 

56033' 

57008ノ

56015' 

56009' 

56<135' 

57001' 

56028' 

!56036' 



24 佐久間修三・村瀬 勉

1. GeophysicaI Studies of Volcanoes in Hokkaido， Japan. 
Part 1. AnomaIies of the Geomagnetic Dip on and around 

Volcanoes， with SpeciaI Reference to the Anomalous 
Geomagnetic Field on Syowa-Sinzan， U su. 

By ShuzδSAKUMA and Tsutomu MURASE 

(Department of Geophysics， Faculty of Science， Hokkaido University) 

Surveys of the geomagnetic dip were carried out on and around the eight Quaternary 

volcanoes in Hokkaido， in order to clarify the relation between the geomagnetic anoma!y and 

the subterranean structures， and to know changes of the geomagnetic field accompanying 

with future volcanic activities， if any. Number of observations amounted to 217 in total， 

77 among which were done on the identifiable marks. The name of the volcanoes are; 

Tarumai， Komagatake， Osima-Osima， Osima-Kosima， Tokachi， Atosanupuri， O-Usu and 

Syδwa-Sinzan. Results obtained up to this date are as follows. 

(i) We can distinguish the more intensely magn巴tized part from the less 

magn巴tizedpart within a volcano by means of geomagnetic surveys. For example， the 

magnetization of the massive central dome of Volcano Tarumai was estimated at 

8-6x10-3emu(cc， in contrast to 3-2x10-3emu(cc of the other part of the volcano， which 

is composed mostly of coarse pyroclastic materials. (Figs. 2~4) 

(ii) The average anomaly .:11 increases with altitude generally at the volcano巴s

of the Konide type. The degree of increase varies with the structure of the volcano and 

with the petrographical properties of the lavas. (Figs. 16~20) 

(iii) The geomagnetic anomalies of the three domes (Atosanupuri， O-Usu and 

Tarumai) are sllrprisingly similar with each other. The common existence of one 

positive anomaly on the top and two negative ones at the northern and sOllthern foot 

is explained well with the llniform magnetization of the dome itself in the direction of 

the geomagnetic field. (Figs. 1O~ 13 & 21) 

(iv) The new dome of the Syδwaδinzan s巴emsto be qllite di任erentfrom the other three 

domes， when we compare its geomagnetic anomaly with the others'. The positive anomaly 

of dip does not occur at its top but occurs at its southern part， though the shape of 

the mountain is similar to the other three domes just described. We conclude from this 

fact that the northern part of the volcanic body is not magnetized (or far less 

magnetized than the other part). (Figs. 14， 15， 21~24) 

Many red-hot spots could be seen on the dome， especially at its northern part， even 

in 1955， about ten years after its birth. Temperatllre was measured in 1954 & 1955. (Figs. 25 

and Table 1) If the presumed subterranean non-magnetic part is occupied by the lavas 

of high temperature above the Curie point of the ferromagnetic minerals， the geomagnetic 

field on and around the dome will inevitably change in futllre as the sllbterranean lava 

cools down. The question will be solved by repeating the geomagnetic and geothermal 

surveys in the fllture. 


